
………………２
……………………………………………３

……………４
………………………………………………………………………５

６・７
…………………………………………８・９

……………………………………………10～12
 …………………………13

………………………………14
……………………………１5

………………………………………１6・17
………………………………………………………………………１7

　…………………………18
……………………………………………19・20

…………………………………………………………………………………………………20

兵庫の治山・林道と森林整備

題字  谷　洋一 会長

第23号平成20年1月7日発行

● 平成20年　知事新春メッセージ 「元気で安全・安心な兵庫をめざして」（兵庫県知事  井戸敏三）
● 年頭挨拶 「新春を迎えて」（㈳兵庫県治山林道協会  会長  谷洋一）
● 平成19年度  秋の叙勲受章・兵庫県林業賞受賞の皆様（兵庫県農林水産部農林水産局林務課）
● 治山・林道コンクール受賞者の紹介
● 特定非営利活動法人「ひょうご森の倶楽部」の紹介

～全国育樹活動コンクールで「農林水産大臣賞」を受賞～（特定非営利活動法人 ひょうご森の倶楽部  会長  福田正）
● 林道「仏ノ尾線」が全線開通（兵庫県但馬高原林道建設事務所）
● 紅葉の瀞川・氷ノ山林道で自然観察ウォーキングを実施
● 京都・兵庫合同治山事業現地検討会を開催（兵庫県農林水産部農林水産局治山課）
● 兵庫県マスコット「はばタン」も森づくりを体験�

ひょうご森の日（全県イベント）（兵庫県農林水産部農林水産局豊かな森づくり課）
● 平成19年度兵庫県緑の少年団活動発表大会の開催（兵庫県緑の少年団連盟）
● 「壊れない道づくり講習会」の開催について

（兵庫県立農林水産技術総合センター森林林業技術センター  春名貞夫）

● 冊子「ひょうごの森林・林業」の発刊
● 「県民緑税」を活用した里山防災林整備の紹介

人家裏や生活道路沿いの高木伐採について（兵庫農林水産部農林水産局治山課）
● 森林・林業関係国予算内示の概要（平成20年度予算）
● 協会だより

林道「仏ノ尾線」開通式・記念碑除幕式
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平
成
20
年　

知
事
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

平
成
二
十
年
の
節
目
の
年
が
開
け
ま
し
た
。
こ
の
二
十
年
間
、
わ
が
国
は
、

豊
か
さ
と
は
何
か
を
問
い
続
け
、
成
長
か
ら
成
熟
へ
の
構
造
転
換
を
模
索
し

て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
歩
み
の
中
、
兵
庫
は
、
大
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
を
め
ざ
し
、
懸

命
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
重
視
の
地
域
活
動
や
共
助
で
築
く
安
全
安
心
の
地
域
づ
く

り
。

　

成
長
産
業
や
も
の
づ
く
り
産
業
が
牽
引
す
る
兵
庫
産
業
の
再
生
。

元
気
で
安
全
・
安
心
な
兵
庫
を
め
ざ
し
て

兵
庫
県
知
事

　

自
然
の
偉
大
さ
を
学
び
共
生
を
め
ざ
す
環
境
優
先
の
社
会
づ
く
り
。

　

地
域
個
性
や
資
源
が
光
る
交
流
の
高
ま
り
。

　

い
ず
れ
も
成
熟
社
会
の
針
路
を
示
す
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
復
興
の
過
程
で
芽
生
え
た
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
礎
と
し
て
、

新
し
い
兵
庫
づ
く
り
、
兵
庫
の
再
生
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
復
旧
復
興
を
担
っ
て
き
た
財
政
状
況
を
改
革
し
、
持
続

可
能
な
構
造
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

成
熟
社
会
の
主
役
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
主
体
的
な

活
動
が
、
新
し
い
兵
庫
を
つ
く
り
ま
す
。

　

今
春
、
日
本
最
大
の
お
菓
子
の
祭
典「
姫
路
菓
子
博
２
０
０
８
」が
開
か
れ

ま
す
。
環
境
大
臣
会
合
も
開
催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま

す
。
今
こ
そ
、
兵
庫
ら
し
さ
に
磨
き
を
か
け
、
内
外
に
発
信
す
る
と
き
で
す
。

　

参
画
と
協
働
を
基
本
姿
勢
に
、
人
、
産
業
、
地
域
、
社
会
の
元
気
づ
く
り
、

県
民
生
活
の
質
の
向
上
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
家
庭
と
地
域
の
再
構
築
の
四

つ
の
視
点
で
、「
元
気
で
安
全
・
安
心
な
兵
庫
」
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

こ
う
の
と
り　
　

翔
る
大
空　
　

夢
の
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
生
兵
庫
へ　
　

と
も
に
歩
ま
ん



年
頭
挨
拶

新
春
を
迎
え
て

会
長

㈳
兵
庫
県
林
業
会
議

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会

㈳
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会

（�） 平成20年1月7日

　

皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
、
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
昨
年
は
、
台
風
等
大
き
な
自
然
災
害
も
な
く
、

ひ
と
安
心
の
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
局
地
的
な

集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

平
成
１６
年
の
台
風
被
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
治
山
施
設
が

適
正
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、
災
害
に
強

い
森
づ
く
り
を
強
力
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
心
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

幸
い
、
京
都
議
定
書
目
標
達
成
に
向
け
て
、
森
林
吸
収

源
対
策
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
森
林
整
備
事
業
の
拡
大
や

県
独
自
の
県
民
緑
税
に
よ
る
森
づ
く
り
な
ど
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
大
い
に
活
用
し
て
、
安

全
で
豊
か
な
森
づ
く
り
を
進
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

一
方
、
中
国
等
に
お
け
る
木
材
需
要
の
増
加
、
原
油
価

格
の
高
騰
、
ユ
ー
ロ
高
な
ど
諸
外
国
の
外
材
供
給
事
情
や

国
内
の
木
材
加
工
技
術
の
向
上
等
に
よ
り
、
従
来
は
外
材

一
辺
倒
で
あ
っ
た
合
板
や
集
成
材
等
へ
の
国
産
材
利
用
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
他
方
、
本
県
の
森
林
は
、
建
築
用

材
と
し
て
十
分
使
え
る
資
源
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
、
平
成
２２
年
度
の
稼
働
を
目
指

し
、
県
内
初
の
大
規
模
な
施
設
と
し
て
、
原
木
の
集
積
か

ら
製
材
・
加
工
ま
で
を
一
体
的
に
行
う
「
県
産
木
材
供
給

セ
ン
タ
ー
」
が
宍
粟
市
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
誠
に
、
時
宜
に
か
な
っ
た
こ
と
と
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
、
川
上
側
の
森
林
組
合
系
統
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
、
製
材
業
界
へ
原
木
を
い
か
に
安
定
的
に
供
給
し

て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
森
林
所
有
者
の
小
規
模
な
伐
採
現
場

を
取
り
ま
と
め
、
路
網
の
整
備
や
機
械
化
等
に
よ
り
搬
出

経
費
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
り
、
森
林
所
有
者
が
再
造
林
に

向
け
意
欲
が
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
原
木
の
安
定
供

給
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

林
業
は
、
成
長
し
た
樹
木
を
伐
採
し
、
そ
の
跡
地
に
植

栽
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
り

継
続
的
に
再
生
産
が
可
能
と
な
る
循
環
型
産
業
で
す
。
ま

た
、
公
益
性
と
経
済
性
を
兼
ね
備
え
た
産
業
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
林
業
の
再
生
に
向
け
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で

が
一
丸
と
な
っ
て
、
元
気
な
森
づ
く
り
と
製
材
業
の
改
革

に
邁
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



平
成
十
九
年
度　

秋
の
叙
勲
受
章
・
兵
庫
県
林
業
賞
受
賞
の
皆
様

兵
庫
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
局
林
務
課
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■
主
な
ご
功
績

　

平
成
８
年
に
旧
一
宮
町
森
林
組
合

の
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任
さ
れ
、

間
伐
推
進
及
び
間
伐
材
の
利
用
促
進
、

月
給
制
現
業
職
員
制
度
の
導
入
等
労

働
環
境
改
善
に
よ
る
林
業
労
働
者
の

育
成
確
保
な
ど
を
通
じ
て
、
森
林
組

合
の
活
性
化
と
地
域
林
業
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
宍
粟
市
内

４
森
林
組
合
の
合
併
で
は
、合
併
推
進

委
員
会
副
会
長
と
し
て
、し
そ
う
森

林
組
合
の
誕
生
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
同
組
合
の
初
代
代
表

理
事
組
合
長
に
就
任
さ
れ
、
積
極
的

な
事
業
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
平

成
16
年
に
発
生
し
た
風
倒
木
被
害
の

早
期
復
旧
に
卓
越
し
た
指
導
力
を
発

揮
し
、
地
域
の
森
林
再
生
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

■
旭
日
双
光
章

し
そ
う
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長

生 
垣　

友 

信　
氏

■
主
な
ご
功
績

低
コ
ス
ト
化
に
よ
る
集
約
的
林

業
経
営
と
地
域
林
業
の
振
興

　

藤
村
重
芳
氏
は
、
多
可
郡
多

可
町
の
所
有
山
林
（
55 

ha
）
に

お
い
て
、
高
密
度
路
網
に
よ
る

低
コ
ス
ト
化
を
図
り
、
収
入
間

伐
の
実
施
に
よ
り
集
約
的
な
林

業
経
営
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

自
ら
の
所
有
森
林
を
長
伐
期
大

径
材
生
産
の
モ
デ
ル
林
と
し
て

設
置
す
る
な
ど
地
域
の
模
範
と

な
る
林
業
経
営
を
実
践
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
県
下
で
は
初
め
て
の

試
み
と
な
る
「
立
木
販
売
シ
ス

テ
ム
」
に
取
り
組
み
、
新
た
な

地
域
の
木
材
供
給
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
可
郡
多
可
町

藤 

村　

重 

芳　
氏

■
主
な
ご
功
績

収
入
間
伐
に
よ
る
低
コ
ス
ト

林
業
の
確
立
と
そ
の
普
及

　

小
林
善
雄
氏
は
、
姫
路
市
安

富
町
等
の
所
有
山
林
（
３３９ 

ha
）

に
お
い
て
、作
業
道
開
設
と
既

存
機
械
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、

誰
も
が
取
り
組
む
こ
と
の
出
来

る
効
率
的
な
間
伐
主
体
の
低
コ

ス
ト
林
業
経
営
を
確
立
し
、
地

域
内
外
の
森
林
所
有
者
に
対
し

そ
の
低
コ
ス
ト
林
業
の
指
導
と

普
及
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
列
状
間
伐
等
の
新
し

い
施
業
方
法
や
森
林
の
公
益
的

機
能
を
高
め
る
施
業
に
も
積
極

的
に
取
り
組
む
な
ど
地
域
林
業

の
模
範
と
な
る
施
業
を
実
践
さ

れ
ま
し
た
。

　

宍
粟
市
山
崎
町

小 

林　

善 

雄　
氏

■
主
な
ご
功
績

針
広
混
交
林
整
備
と

優
良
広
葉
樹
苗
木
の
生
産

　

中
村
優
氏
は
、
美
方
郡
新

温
泉
町
の
所
有
山
林

（
33 

ha
）
に
お
い
て
、
但
馬

ケ
ヤ
キ
の
復
活
を
目
指
し
、

県
下
で
い
ち
早
く
広
葉
樹
植

栽
に
取
り
組
み
、
高
密
度
路

網
と
広
葉
樹
造
林
に
よ
る
針

広
混
交
林
整
備
を
行
い
、
地

域
林
業
の
模
範
と
な
る
林
業

経
営
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
ら
率
先
し
て
広

葉
樹
苗
木
生
産
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る

生
産
者
の
技
術
指
導
及
び
人

材
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
方
郡
新
温
泉
町

中 

村 　

  

優　
氏

■
林
業
賞

■
主
な
ご
功
績

　

昭
和
43
年
に
旧
温
泉
町
森
林
組
合
中

辻
造
林
班
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
や
刈
払
い
機
を
率
先
し
て
使

用
し
、
機
械
化
を
推
し
進
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
技
術
を
研
鑽
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
46
年
に
近
隣
４
町
の
森
林
組
合

の
合
併
に
よ
り
、
北
但
西
部
森
林
組
合

作
業
班
員
と
な
り
、
特
に
兵
庫
み
ど
り

公
社
造
林
で
は
、
北
但
西
部
地
域
の
大

部
分
の
事
業
地
の
植
栽
事
業
に
関
係
し
、

公
社
造
林
の
推
進
と
適
切
な
保
育
作
業

の
実
施
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
継
者
の
育
成
に
向
け
、
労

働
条
件
の
改
善
、
職
場
環
境
の
改
善
に

も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
10
年
に

作
業
班
長
に
就
任
さ
れ
、
自
ら
の
卓
越

し
た
林
業
機
械
の
使
用
技
術
を
班
員
に

広
め
、
若
手
作
業
員
の
技
術
向
上
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
但
西
部
森
林
組
合
作
業
班
長

西 

澤 　

  

功　
氏

■
瑞
宝
単
光
章



治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
紹
介

（�） 平成20年1月7日

　

平
成
１９
年
１１
月
２２
日（
木
）に
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

「
東
京
商
工
会
議
所
」
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
０
７

治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
」
に
先
立
ち
、（
社
）
日
本
治
山

治
水
協
会
、
日
本
林
道
協
会
主
催
に
よ
る
治
山
・
林
道
の

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
兵

庫
県
か
ら
は
、
民
有
林
治
山
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

平
成
１７
年
度
の
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」、
平
成
１８
年
度
の

「
林
野
庁
長
官
賞
」
に
引
き
続
き
、
平
成
１９
年
度
も
佐
用

町
の
㈱
飛
鳥
土
木
が
「
林
野
庁
長
官
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

１
、
第
２３
回
民
有
林
治
山
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

林
野
庁
長
官
賞
に
株
式
会
社
飛
鳥
土
木（
佐
用
町
）が
輝
く

　

対
象
工
事
は
、
平
成
１６
年
台
風
２３
号
災
の
風
倒
木
被
害

に
よ
り
、
根
返
り
を
伴
っ
た
広
範
な
山
腹
崩
壊
が
発
生
し

た
佐
用
町
水
根
地
区
の
復
旧
治
山
事
業
で
、
現
場
は
、
急

斜
面
で
し
か
も
被
害
風
倒
木
が
折
り
重
な
っ
て
堆
積
し
て

お
り
、
材
の
跳
ね
返
り
や
落
下
の
危
険
性
が
高
い
状
況
に

あ
っ
た
が
、
作
業
員
の
安
全
教
育
の
徹
底
や
現
場
で
の
安

全
対
策
に
努
め
、
事
故
無
く
風
倒
木
処
理
を
適
切
に
実
施

さ
れ
た
。

　

更
に
、
工
事
施
工
に
あ
た

っ
て
も
、
搬
出
し
た
風
倒
木

被
害
木
を
選
別
し
筋
工
や
柵

工
へ
の
積
極
的
な
活
用
や
構

造
物
の
養
生
に
努
め
る
な
ど

施
工
管
理
を
徹
底
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
施
工
地
直
下
が
町

道
で
あ
っ
た
た
め
、
工
事
施

工
時
の
安
全
性
や
工
事
車
両

の
進
入
等
に
あ
た
り
、
常
時
、
地
元
調
整
を
行
う
と
と
も

に
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う

な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
る
な
ど
総
合
的
な
取

組
が
評
価
さ
れ
た
。

２
、
第
２３
回
民
有
林
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞
に
上
治
技
建
株
式
会
社
（
養
父
市
）

　

対
象
工
事
は
、
平
成
１８
年
度
県
単
独
林
道
整
備
事
業
新

設
工
事
（
森
林
管
理
道
：
八
木

谷
大
谷
線
・
尾
崎
～
大
谷
工

区
）
で
、
上
治
技
建
は
日
頃
か

ら
品
質
管
理
、
出
来
型
管
理
が

優
れ
て
お
り
、
鋼
製
Ｌ
型
擁
壁

や
鋼
製
大
型
カ
ゴ
枠
な
ど
構
造

物
の
現
場
仕
上
げ
、
出
来
栄
え

等
も
良
好
で
あ
っ
た
。
施
工
に

際
し
て
は
、
森
林
所
有
者
な
ど

地
元
関
係
者
と
の
調
整
を
適
正

に
行
う
と
と
も
に
既
設
林
道
の

草
刈
・
路
面
補
修
等
に
配
慮
す

る
な
ど
施
工
管
理
体
制
が
評
価

さ
れ
た
。

３
、
第
８
回
民
有
林
治
山
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

（
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞
に

�

姫
路
農
林
水
産
振
興
事
務
所
・
治
山
課

　

対
象
工
事
は
、
平
成
１８
年

度
共
生
保
安
林
整
備
事
業

（
姫
路
市
山
吹
地
内
）
で
、

人
家
や
道
路
を
保
全
す
る
落

石
防
護
柵
主
体
の
工
事
で
あ

る
が
、
落
石
緩
衝
材
に
県
産

間
伐
材
を
使
用
す
る
と
と
も

に
、
景
観
に
配
慮
し
て
基
礎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
へ
の
化

粧
型
枠
の
活
用
を
は
じ
め
板

柵
工
へ
の
使
用
済
み
型
枠
材

の
再
利
用
な
ど
多
段
的
な
木

材
利
用
へ
の
取
組
が
評
価
さ

れ
た
。

４
、
第
８
回
民
有
林
林
道
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞
に
県
但
馬
高
原
林
道
建
設
事
務
所

　

対
象
工
事
は
、
平
成
１８
年
度
森

林
基
幹
道
管
理
事
業
（
峰
山
線
・

宍
粟
市
一
宮
町
東
河
内
～
神
河
町

川
上
地
内
）
で
実
施
し
た
法
尻
の

木
柵
工
と
木
製
の
側
溝
蓋
で
あ
る
。

　

県
で
は
平
成
１６
年
台
風
２３
号
災

害
等
に
よ
り
甚
大
な
風
倒
木
被
害

等
を
受
け
、
そ
の
際
に
発
生
し
た

被
害
木
が
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に

大
量
に
集
積
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

林
道
の
法
尻
木
柵
工
と
木
製
側
溝

蓋
と
し
て
利
用
し
た
取
組
が
評
価

さ
れ
た
。

山腹被災状況

安全管理（ミーティング）

山腹復旧状況

鋼製枠工 起点から100m付近

木製側溝ふた 法尻の木柵工 木材使用状況 落石防護柵間伐材緩衝材



特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
倶
楽
部
」の
紹
介

～
全
国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
で「
農
林
水
産
大
臣
賞
」を
受
賞
～

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

ひ
ょ
う
ご
森
の
倶
楽
部　

会
長 

福
田　

正

第23号 （�）兵庫の治山・林道と森林整備

　

平
成
19
年
度
全
国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
の
団
体
の
部

で
、
我
が
“
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ひ
ょ
う
ご
森
の
倶

楽
部
”
が
栄
え
あ
る
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
に
選
ば
れ
、

平
成
１９
年
１１
月
４
日
に
熊
本
県
阿
蘇
市
で
開
催
さ
れ
た
第

３１
回
全
国
育
樹
祭
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
昭
和
５７
年
か
ら
（
社
）
国
土
緑

化
推
進
機
構
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
育
樹
に
関
す
る

技
術
開
発
や
普
遍
的
技
術
の
導
入
実
践
、
地
域
の
育
樹
活

動
の
普
及
、
向
上
に
著
し
い
実
績
を
あ
げ
た
個
人
や
団
体

が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

当
倶
楽
部
が
表
彰
さ
れ
た
理
由
（
功
績
概
要
）
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
『
ひ
ょ
う
ご
森
の
倶
楽
部
は
、
兵
庫
県
が
主
催
す
る

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
修
了
者
で
あ
る
「
親
林

隊
」
の
有
志
が
集
ま
っ
て
平
成
８
年
４
月
に
結
成
さ
れ
、

そ
の
後
の
修
了
生
な
ど
森
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
会
員
が

加
わ
り
、
現
在
７
２
２
名
の
会
員
を
有
す
る
県
内
最
大
の

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
。

　

兵
庫
県
内
２１
箇
所
の
活
動
地
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
等
で
実
技
指
導
の
講
師
も

務
め
る
ほ
か
、
他
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を

支
援
す
る
な
ど
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

平
成
１６
年
に
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
を
受
け
、

学
校
林
の
整
備
や
里
山
整
備
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、

森
の
働
き
や
森
づ
く
り
活
動
の
大
切
さ
、
楽
し
さ
を
広
く

県
民
に
普
及
啓
発
す
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
県

民
総
参
加
の
森
づ
く
り
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。』

　

先
ず
こ
の
受
賞
に
対
し
全
倶
楽
部
会
員
と
喜
び
を
分
か

ち
合
う
と
と
も
に
、
多
く
の
先
輩
諸
氏
、
関
係
者
、
倶
楽

部
会
員
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
っ
た
こ
と

に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
３１
回
全
国
育
樹
祭
に
参
加
し
て

　

11
月
３
・
４
日
に
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
３１
回
全

国
育
樹
祭
」
授
賞
式
に
は
会
を
代
表
し
て
出
席
し
、
賞
状

と
記
念
盾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
３

日
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
皇
太
子
殿
下
よ
り
受
賞
者
一
人

ひ
と
り
に
『
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
』

と
直
々
に
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
当
倶
楽
部
の
様
々
な

活
動
、
取
り
組
み
を
ご
説
明
し
、『
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
』
と
の
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
大
会
会
長
、
農
林
水
産
大
臣
、（
社
）
国
土
緑

化
推
進
機
構
役
員
、
各
受
賞
者
の
方
々
と
の
情
報
交
換
・

意
見
交
換
や
活
動
報
告
な
ど
、
緊
張
の
中
に
も
有
意
義
な

交
歓
が
出
来
た
事
も
大
き
な
お
土
産
で
し
た
。

　

こ
の
受
賞
は
私
た
ち
の
森
林
整
備
活
動
の
結
果
を
評
価

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
活
動
の
過
程
、
人
材
育
成
活
動
、

広
く
一
般
県
民
参
画
の
普
及
啓
発
活
動
等
な
ど
を
評
価
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
皇
太
子
さ
ま
の
お
言
葉
の
と
お

り
『
こ
れ
か
ら
も
頑
張
れ
』
と
い
う
意
味
の
賞
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
す
ま
す
私
た
ち
の
活
動

へ
の
期
待
も
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
よ
り
シ
ビ
ア

な
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
賞
を
糧

に
倶
楽
部
会
員
共
々
「
倶
楽
部
設
立
の
目
的
」
を
再
認
識

し
活
動
が
一
層
楽
し
く
活
発
に
行
わ
れ
、
そ
し
て
ま
す
ま

す
多
く
の
県
民
の
皆
様
が
森
づ
く
り
に
参
加
さ
れ
環
境
問

題
へ
の
理
解
者
の
輪
が
広
が
っ
て
い
け
る
様
に
、
今
後
と

も
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
倶
楽
部
」
の
紹
介

　

ひ
ょ
う
ご
森
の
倶
楽
部
は
、
兵
庫
県
が
主
催
す
る
「
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
修
了
者
で
あ
る
「
親
林
隊
」
の

有
志
が
集
ま
っ
て
平
成
８
年
４
月
に
結
成
さ
れ
約
５０
名
の

会
員
で
発
足
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
同
講
座
修
了
生
や
森
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る

人
が
会
員
に
加
わ
り
、
現
在
７
２
２
名
の
会
員
を
有
す
る

県
内
最
大
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
活
動
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
10
月
に
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て

の
認
証
を
受
け
次
の
目
的
を
具
現
化
す
る
為
、
更
に
ス
テ



（�） 平成20年1月7日

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
“
ひ
ょ
う
ご
森
の
倶
楽
部
”
を
目
指
し

て
再
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

目　

標

　

地
球
規
模
で
進
行
す
る
自
然
環
境
の
悪
化
に
対
し
て
、

そ
の
荒
廃
を
食
い
止
め
、
種
の
存
続
に
つ
な
が
る
生
物
多

様
性
を
維
持
し
、
良
好
な
自
然
環
境
を
維
持
・
保
全
す
る

た
め
の
森
林
整
備
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
環
境
の
保
全

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

活
動
状
況

１
．
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動（
森
を
守
り
森
を
育
て
る
）

　

現
在
、
県
下
22
箇
所
の
活
動
地
で
各
活
動
地
リ
ー
ダ
ー

を
中
心
に
地
元
住
民
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
人
工
林

の
除
間
伐
、
枝
打
ち
や
里
山
林
の
下
刈
り
、
除
伐
、
竹
林

整
備
、
混
交
林
を
目
指
し
た
植
栽
。
文
化
林
、
学
習
の
森

と
し
て
の
整
備
、
遊
歩
道
・
散
策
道
づ
く
り
な
ど
整
備
保

全
・
景
観
維
持
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
は
毎
年
定
期
的
に
講
習
会
、

合
宿
研
修
会
な
ど
で
知
識
習
得
、
安
全
作
業
の
再
確
認
、

技
術
向
上
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。

 　２
．
森
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
（
森
を
知
り　

森
を
学
ぶ
）

　

除
間
伐
材
の
利
用
で
炭
焼
き
や
、
き
の
こ
の
植
菌
・
収

穫
、
き
の
こ
狩
り
や
山
菜
取
り
、
自
然
観
察
会
、
自
然
木

で
の
木
工
教
室
、
ツ
ル
編
み
・
草
木
染
め
な
ど
、
一
般
県

民
へ
の
呼
び
か
け
公
募
で
共
に
里
山
の
恵
み
を
学
ん
で
い

る
。

　

 　
　
　
　

 

３
．
教
育
研
修
活
動

　

新
規
加
入
者
や
一
般
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
初
心

者
対
象
に
は
毎
月
「
は
じ
め
て
教
室
」
を
実
施
。

　

県
主
催
の
一
般
県
民
対
象
の
「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
事
業
」
受
託
・
企
画
運
営
や
「
安
全
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
」
の
技
術
指
導
の
講
師
も
務
め
る
ほ
か
、
県
教
育
研
修

所
主
催
の
高
校
教
員
研
修
や
企
業
、
他
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
か
ら
の
要
請
に
応
え
各
種
研
修
講
座
の
実
施
、

小
学
生
と
一
緒
に
学
校
林
で
の
整
備
保
全
・
炭
焼
き
・
環

境
学
習
授
業
に
も
参
画
し
、
市
教
育
委
員
会
の
“
お
山
の

学
校
”
や
中
学
校
に
於
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
環
境

教
育
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

 

　
　

 

４
．
普
及
啓
発
活
動

　

県
主
催
の
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
」「
ひ
ょ
う
ご
森
の

日
」
等
で
は
一
般
県
民
対
象
に
木
工
教
室
・
間
伐
体
験
・

植
物
観
察
会
の
実
施
。
ま
た
、
独
自
企
画
の
里
山
整
備
体

験
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
実
施
、
近
年
で
は
漁

業
者
と
の
森
づ
く
り
な
ど
森
の
働
き
や
森
づ
く
り
活
動
の

大
切
さ
、
楽
し
さ
を
広
く
県
民
に
普
及
啓
発
す
る
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
県
民
総
参
加
の
森
づ
く
り
の
推
進

に
大
き
く
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

　　

こ
の
よ
う
な
、
当
倶
楽
部
の
活
動
に
ご
理
解
ご
支
援
を

頂
く
と
と
も
に
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼混交林をめざして広葉樹の植栽

▲活動地での道づくり

▼学校林での炭焼体験

▲野鳥観察会

▼森林ボランティア講座

▲動力機使用者安全研修

▼「森の祭典」人気の木工クラフト

▲里山林での交流コンサート



林
道「
仏
ノ
尾
線
」が
全
線
開
通

兵
庫
県
但
馬
高
原
林
道
建
設
事
務
所

第23号 （�）兵庫の治山・林道と森林整備

　

平
成
２
年
度
か
ら
過
疎
代
行
林
道
と
し
て
県
が
開
設
工

事
を
進
め
て
き
た
林
道
「
仏
ノ
尾
（
ほ
と
け
の
お
）
線
」

が
全
線
開
通
し
、
１０
月
19
日
に
県
と
香
美
町
の
共
催
に
よ

る
開
通
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
道
「
仏
ノ
尾
線
」
は
、
美
方
郡
香
美
町
小
代
区
石
寺

の
国
道
４
８
２
号
を
起
点
と
す
る
林
道
「
大
照
線
」（
平

成
元
年
１０
月
開
通
）
延
長
１
２
、
７
６
３
ｍ
の
終
点
、
小

代
区
大
谷
（
小
長
辿
）
を
起
点
と
し
て
、
仏
ノ
尾
山
（
１
、

２
２
７
ｍ
）
の
東
側
山
麓
を
縦
走
し
、
小
代
区
佐
坊
を
結

ぶ
幅
員
４
ｍ
の
自
動
車
道
２
級
の
林
道
で
総
延
長
は
１
０
、

７
９
０
ｍ
で
す
。
仏
ノ
尾
線
は
、
仏
ノ
尾
山
山
麓
に
広
が

る
小
代
森
林
地
帯
（
標
高
５
０
０
～
８
５
０
ｍ
）
の
５
９

４
ha
の
広
大
な
森
林
を
利
用
区
域
と
し
、
針
葉
樹
と
広
葉

樹
が
混
交
し
た
豊
か
な
森
林
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

本
林
道
は
、
旧
美
方
町
が
民
有
林
林
道
開
設
事
業
と
し

て
昭
和
45
～
47
年
度
に
延
長
１
、
８
１
３
ｍ
を
開
設
し
、

平
成
２
年
度
か
ら
平
成
18
年
度
（
繰
越
を
含
む
）
ま
で
、

県
営
の
過
疎
代
行
林
道
と
し
て
延
長
８
、
９
７
７
ｍ
を
開

設
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
、
町
施
行
を
含
み
、
約
17
億

87
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
林
道
の
開
設
工
事
は
、
但
馬
地
域
特
有
の
脆
弱
な
地

質
と
雪
深
い
気
象
条
件
の
下
で
行
な
い
、
特
に
広
葉
樹
林

内
で
は
ト
チ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
巨
木
を
残
す
よ
う
現
地
踏

査
を
繰
り
返
し
、
自
然
に
優
し
い
線
形
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
県
産
木
材
を
積
極
的
に
利
用
し
た
り
、
補
強
土
壁

工
・
鋼
製
Ｌ
型
擁
壁
工
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
残
土
を
減

ら
す
な
ど
自
然
環
境
に
配
慮
し
つ
つ
、
併
せ
て
コ
ス
ト
縮

減
を
図
っ
た
工
法
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

   

近
年
、
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖
化
が
世
界
規

模
で
大
き
な
問

題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
お

り
、
１
９
９
７

年
に
京
都
で
開

催
さ
れ
た
地
球

温
暖
化
防
止
京

都
会
議
で
採
択

さ
れ
た
「
京
都

議
定
書
」
で
は
、

日
本
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
目

標
を
６
％
と
し
、

こ
の
う
ち
約
３

分
の
２
の
３.８
％

を
森
林
が
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
温
室
効
果
ガ
ス
（CO

2

）
を
吸
収
す
る

森
林
の
重
要
性
は
年
々
高
ま
り
、
森
林
を
整
備
し
森
林
が

持
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
必
要
な
、
基
盤
と

な
る
林
道
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

香
美
町
は
、
平
成
１７
年
４
月
に
矢
田
川
流
域
に
広
が
る

旧
香
住
町
・
村
岡
町
・
美
方
町
の
三
町
が
合
併
し
た
町
で
、

１． 開設経緯

　　　美方町施行

　　　県施行

昭和４５～４７年度（３カ年）� 事業費　    23,890千円

平成２～１８年度（１７カ年）� 事業費 1,763,600千円

２． 総延長 総延長10,790m（美方町施行1,813m　県施行8,977m）

３． 総事業費 1,787,490千円

４. 利用区域面積 594ha

５. 道路規格 自動車道２級　幅員４m　設計速度２０㎞/h

林道「仏ノ尾線」概要

林道「仏ノ尾線」 W=4.0m　L=10,790m

林道「大照線」

香美町

小代区大谷(小長辿）

林道「仏ノ尾線」
国道482号

開通記念碑 
仏ノ尾山1,227m 

香美町

小代区佐坊

林道「大照線」

仏ノ尾山1,227m

林道「仏ノ尾線」

開通記念碑

香美町

小代区佐坊

小代区大谷(小長辿）

香美町

国道482号

林道「仏ノ尾線」位置図



（�） 平成20年1月7日

森林管理道「仏ノ尾線」年度別実績

矢
田
川
最
上
流
の
、
小
代
森
林
地
帯
に
位
置
す
る
本
林
道

は
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

開
通
式
で
は
、

西
村
農
林
水
産
部

長
、
藤
原
香
美
町

長
ほ
か
関
係
者
の

手
で
、
開
通
記
念

碑
に
掛
け
ら
れ
た

白
布
が
除
幕
さ
れ
、

そ
の
後
緑
の
少
年

団
と
一
緒
に
記
念

植
樹
を
行
い
、
開

通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

記
念
碑
に
は
、

県
治
山
林
道
協
会

長
の
谷
洋
一
氏
揮

亳
に
よ
る
「
山

守
」
の
文
字
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
の
林

道
が
末
永
く
大
切

に
利
用
さ
れ
、
山

を
大
切
に
守
っ
て

欲
し
い
と
言
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て

書
か
れ
た
も
の
で

す
。

　

本
林
道
の
開
通
式
で
、
最
終
工
事
の
区
間
が
県
か
ら
香

美
町
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、
全
線
開
通
し
た
林
道

「
仏
ノ
尾
線
」
は
、
今
後
香
美
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

“
美
し
い
山
・
川
・
海　

人
が
躍
動
す
る
交
流
と
共
生
の

ま
ち
”
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
行
く
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

開通記念碑除幕式（H19.10.19）開通記念植樹

※施行年度には翌年度に繰越したものを含む

施行
主体

施行年度 延長 事業費

香　美　町 （旧美方町）

大　谷　工　区 佐　坊　工　区

延　長 事業費 延　長 事業費

町

S４５ ５２０ 5,003 520 5,003

S４６ ４１０ 4,5００ 410 4,500

S４７ ８８３ 14,387 883 14,387

計 １，８１３ 23，89０ 1,813 23,890

県

H２ ４４３ 50,000 443 50,000

H３ 298 40，０００ 298 40,000

H４ 555 37，０００ 555 37,000

H５ 295 5０，０００ 295 5０，０００

H６�
債務

290 70，０００ 290 70,000

201 48，2００ 201 48,200

H７� 補正 710 8０，０００ 710 80,000

H９ 309 8０，０００ 309 80,000

H１０� 補正 913 １65，300 518 78,900 395 86,400

H1１�
債務

1,056 1８3，０００ 411 96,600 645 86,400

420 100,000 420 100,000

H１２ 388 80,000 388 80,000

H１３�
補正

480 185,000 260 91,100 220 93,900

439 100,000 439 100,000

H1４ 211 ７５，０００ 211 ７５，０００

H1５ 470 93，０００ 470 93,000

H1６ 280 １32，3００ 0 5０，０００ 280 82,300

H1７ 511 87，０００ 511 87,000

H1８ 708 １07，8００ 708 107,800

計 8,977 １，763,600 3,237 669,400 5,740 1,094,200

合計 10,790 １，787,490 3,237 669,400 7,553 1,118,090

（単位／延長：ｍ　事業費：千円）



紅
葉
の
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
で

自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

１
、
開
催
概
要

　

平
成
１５
年
か
ら
森
林
基
幹
道
「
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
」

で
開
催
し
て
い
る
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
今
年
も
新

緑
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
続
き
、
去
る
１０
月
２４
日（
水
）・
２５

日（
木
）の
二
日
間
、
紅
葉
の
氷
ノ
山
・
瀞
川
山
周
辺
の
自

然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
都
市
住
民
を
中
心
に
森
林
・

林
業
の
大
切
さ
や
林
道
の
役
割
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
頂
く
た
め
に
、
当
治
山
林
道
協
会
と
兵
庫
県
治
山
課
、

但
馬
高
原
林
道
建
設
事
務
所
と
の
共
催
で
、
地
元
養
父
市

の
協
力
を
得
な
が
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
も
、
新
聞
記
者
発
表
と
併
せ
、
県
下
全
戸
配
布
の

県
広
報
紙
「
県
民
だ
よ
り
ひ
ょ
う
ご
」
で
参
加
者
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
定
員
４０
名
の
と
こ
ろ
１
０
７
名
の
応
募
を

頂
き
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
方
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

２
、
行
程

　

24
日
㈬　

三
ノ
宮
→
養
父
市
「
あ
ゆ
公
園
」
→
横
行
渓

谷
→
林
道
：
氷
ノ
山
線
→
大
段
ケ
平
→
坂
の

谷
ブ
ナ
林
→
巨
木
谷
→
鵜
縄
人
工
林
→
別
宮

の
大
カ
ツ
ラ
→
ハ
チ
高
原
（
泊
）

　

25
日
㈭　

ハ
チ
高
原
→
林
道
：
瀞
川
線
→
鉢
伏
山
鞍
部

・
氷
ノ
山
眺
望
→
瀞
川
山
登
山
→
木
の
殿
堂

・
兎
和
野
の
大
カ
ツ
ラ
→
但
馬
高
原
植
物
園

・
和
地
の
大
カ
ツ
ラ
→
朝
来
市
竹
ノ
内
・
治

山
現
場
→
三
ノ
宮

　

三
ノ
宮
を
８
時
３０
分
に
大
型
バ
ス
で
出
発
し
、
資
料
配

付
、
行
程
説
明
の
後
、
講
師
と
し
て
二
日
間
同
行
し
て
頂

い
た
近
藤
講
師
（
兵
庫
み
ど
り
公
社
参
事
）
か
ら
、
テ
レ

ビ
を
使
っ
た
ス
ラ
イ
ド
画
面
で
、
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
周

辺
の
四
季
を
移
ろ
う
自
然
や
樹
木
等
植
物
の
風
情
を
映
し
、

自
然
観
察
の
予
備
知
識
を
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
時
過
ぎ
、
養
父
市
の「
あ
ゆ
公
園
」で
市
に
ご
協
力
頂

い
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
替
え
、
同
乗
し
て
頂
い
た
市

職
員
の
ご
案
内
を
頂
き
な
が
ら
氷
ノ
山
山
系
へ
向
か
っ
た
。

　

横
行
渓
谷
の
入
口
に
あ
る
湧
水
「
ぶ
な
の
し
ず
く
」
で

喉
を
潤
し
、
紅
葉
の
始
ま
っ
た
渓
谷
の
木
々
の
間
を
縫
い

な
が
ら
、
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
で
最
も
眺
望
の
開
け
た

「
大
段
ケ
平
」
に
上
が
り
昼
食
を
取
っ
た
。
氷
ノ
山
を
目

の
当
た
り
に
し
、
鉢
伏
山
１
、
２
２
１
ｍ
、
蘇
武
岳
１
、

０
７
４
ｍ
、
妙
見
山
１
、
１
３
９
ｍ
、
三
川
山
８
８
７
ｍ

な
ど
パ
ノ
ラ
マ
に
拡
が
る
但
馬
山
岳
の
景
観
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
圧
巻
で
し
た
。

　

午
後
は
、
宍
粟
市
の
坂

の
谷
国
有
林
の
ブ
ナ
林
に

向
か
い
、
林
道
最
高
峰
１
、

２
５
０
ｍ
付
近
か
ら
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら

ブ
ナ
の
黄
葉
を
存
分
に
味

わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
海
抜
千
ｍ
以
上

の
ブ
ナ
林
の
黄
葉
（
写
真

１
・
２
）
が
見
頃
で
、
感

動
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
返
し
て

「
大
段
ケ
平
」
か
ら
ウ
リ

ハ
ダ
カ
エ
デ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、

ト
チ
ノ
キ
等
樹
木
や
草
花

な
ど
の
自
然
観
察
と
眺
望

を
楽
し
み
な
が
ら
「
巨
木

谷
」
ま
で
散
策
し
て
頂
き

ま
し
た
。「
鵜
縄
」
の
ス

ギ
人
工
林
で
は
、
和
田
山

農
林
振
興
事
務
所
か
ら
鵜

縄
式
間
伐
や
木
材
価
格
の

状
況
、
林
業
の
現
状
等
を

説
明
し
て
頂
き
（
写
真

３
）、
林
業
の
厳
し
さ
を

改
め
て
認
識
し
て
頂
き
ま

し
た
。
初
日
の
最
後
は
、

水
と
の
共
生
の
な
か
で
悠

久
の
時
を
刻
ん
で
き
た
別

宮
の
大
カ
ツ
ラ
を
見
学
し
、

氷
ノ
山
山
系
の
自
然
に
触

れ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ハ
チ
高
原
の
宿
で
は
、

夕
食
後
、
映
像
を
使
い
治

山
・
林
道
事
業
の
状
況
や

県
民
緑
税
に
よ
る
災
害
に

強
い
森
づ
く
り
な
ど
業
務

紹
介
（
写
真
４
）
に
併
せ
、

但
馬
の
雪
景
色
や
巨
木
、

ま
た
、
映
像
を
通
じ
た
氷

ノ
山
登
山
な
ど
を
楽
し
ん

で
頂
き
ま
し
た
。
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好
天
に
恵
ま
れ
た
翌
日
も
、
８
時
過
ぎ
に
宿
舎
を
出
発

し
、
瀞
川
林
道
の
鉢
伏
山
登
山
口
か
ら
氷
ノ
山
、
鉢
伏
山

の
素
晴
ら
し
い
眺
望
を
味
わ
っ
た
の
ち
、
瀞
川
山
（
１
、

０
３
９
ｍ
）
へ
の
ミ
ニ
登
山
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

次
に
、
香
美
町
村
岡
区
の
兎
和
野
高
原
で
は
兎
和
野
の
大

カ
ツ
ラ
、
木
の
殿
堂
を
見
て
頂
き
、
但
馬
高
原
植
物
園
で

は
、
和
池
の
大
カ
ツ
ラ
（
写
真
５
）
や
但
馬
山
岳
の
貴
重

な
植
物
等
を
見
学
（
写
真
６
）
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
じ
め
て
治
山
事
業
の
現
場
を
見
て
頂
く

こ
と
と
し
、
平
成
１６
年
１０
月
の
台
風
２３
号
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
全
壊
３
戸
、
半
壊
１
戸
な
ど
の
山
腹
崩
壊
を
し
た
和

田
山
町
竹
ノ
内
の
復
旧
現
場
（
写
真
７
）
を
見
て
頂
き
、

改
め
て
土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
認
識
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

復
路
で
は
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
道
の
駅
「
但
馬

の
ま
ほ
ろ
ば
」
で
休
憩
し
た
あ
と
、
三
ノ
宮
に
１７
時
３０
分

頃
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
程
で
は
、
従
来
の
視
察
地
に
加
え
、
別
宮
の

大
カ
ツ
ラ
、
兎
和
野
の
大
カ
ツ
ラ
、
更
に
は
治
山
現
場
な

ど
盛
沢
山
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
ご
協
力

に
よ
り
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
、
参
加
者
の
感
想
と
意
見

　

今
回
の
参
加
者
は
、
性
別
で
は
女
性
が
６
割
、
年
代
で

は
５０
～
８０
歳
代
で
６０
歳
代
が
最
多
で
し
た
。

　

帰
路
の
バ
ス
車
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
と
お
答
え
が

あ
り
、
次
回
も
参
加
し
た
い
方
は
８
割
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
抜
粋
）】

Ｑ
、
林
道
は
、
主
に
林
業
作
業
の
た
め
の
道
で
あ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

はい 86%

いいえ 14%

Ｑ
、
自
然
環
境
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
林
道
は
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
た
か
。

少し 28%

とても 40%

どちらともいえない 32%

少し 57%

とても 43%

自然環境に悪いか 自然環境によいか

（11） 平成20年1月7日

写真５　和池の大カツラ

写真６　但馬高原植物園での自然観察

写真７　治山事業災害復旧現場説明



◦
イ
ベ
ン
ト
の
回
数
を
増
や
す
た
め
に
も
う
少
し
お
金
の

か
か
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
多
く
の
人
が
数
多
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
費
用
面
よ
り
も
ス
タ
ッ
フ
が
他
の
職
務
と
兼
務
な
の

で
回
数
が
増
や
し
難
い
状
況
で
す
）

◦	

旅
行
会
社
の
場
合
５０
人
位
を
添
乗
員
１
人
で
付
き
添
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
多
す
ぎ
る
と
思
い
ま
し

た
。

　
（
屋
外
で
の
安
全
管
理
や
現
地
で
の
説
明
要
員
な
ど
役

割
分
担
し
て
い
ま
す
が
、
登
山
ツ
ア
ー
な
ど
を
参
考
に

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

◦	

今
回
参
加
す
る
ま
で
林
道
の
重
要
性
を
あ
ま
り
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
こ
れ
か
ら
は
何
ら
か
の
形
で
関
わ

り
を
持
ち
た
い
。
治
山
事
業
の
説
明
を
受
け
重
要
性
を

初
め
て
知
っ
た
。

　
（
林
道
を
知
っ
て
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
ツ

ア
ー
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
思
え
る
一
方
、
林
道
・

治
山
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

も
示
唆
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
林
道
で

の
移
動
の
た
め
に
バ
ス
を
提
供
し
て

頂
き
、
添
乗
し
て
林
道
沿
線
の
ガ
イ

ド
を
頂
い
た
養
父
市
の
方
々
に
御
礼

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
参
加
の

皆
様
の
ご
協
力
を
持
ち
ま
し
て
無
事

終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

Ｑ
、
間
伐
や
兵
庫
県
の
林
業
の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明

は
理
解
で
き
ま
し
た
か
。

【
い
た
だ
い
た
意
見
・
感
想
】

Ｑ
、
今
回
の
林
道
は
自
然
環
境
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
か
。

少し 14%

とてもよい 34%

どちらともいえない 52%

　

林
道
を
実
際
に
通
っ
て
い
た
だ

く
と
、
自
然
環
境
に
良
い
と
い
う

方
の
割
合
が
５
割
に
な
り
ま
す
。

　

実
際
に
林
道
を
見
て
通
っ
て
い

た
だ
い
た
後
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
れ

ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
は
異
な
る
よ
う

で
す
。

Ｑ
、
林
道
で
は
自
然
に
配
慮
し
た
り
、
県
産
材
を
用
い

た
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
ど
う
し
て
い
く
か
が
問
題
、
小

動
物
に
配
慮
し
た
側
溝
な
ど
大
変
に
大
事
だ
が
本
当

に
小
動
物
が
使
う
の
か
、
腐
っ
た
も
の
（
木
材
）
は

や
り
代
え
て
欲
し
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
維
持
管

理
の
重
要
性
に
つ
い
て
鋭
く
見
て
お
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

説
明
す
れ
ば
理
解
い
た
だ
け
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
て
、
直
接
の

説
明
が
林
業
の
現
状
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
に
は
有
用
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

とても 38%少し 62%

あまり 0%

どちらともえない 0%
まったく 0%

　

林
道
の
目
的
は
多
く
の
方
が
知

っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
上
で
、
少
な

か
ら
ず
自
然
環
境
に
悪
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
よ
う
で
、
具
体
に
は
、

必
要
以
上
の
工
事
を
し
て
い
る
、

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
林
道

の
イ
メ
ー
ジ
、
用
が
な
け
れ
ば
通

っ
て
は
い
け
な
い
も
の
、
そ
の
土

地
に
住
ん
で
い
る
人
の
た
め
の
も

の
等
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
い
う

感
想
で
し
た
。
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京
都
・
兵
庫
合
同
治
山
事
業
現
地
検
討
会
を
開
催

兵
庫
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
局
治
山
課
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１
．
検
討
会
の
発
案

　

京
都
府
と
兵
庫
県
は
、
丹
波
市
か
ら
福
知
山
市
へ
由
良

川
が
流
れ
て
お
り
、ま
た
、人
的
に
は
平
成
７
年
の
阪
神
淡

路
大
震
災
で
治
山
事
業
に
係
る
災
害
復
旧
応
援
を
京
都
府

か
ら
い
た
だ
き
、
平
成
１６
年
度
か
ら
は
人
事
交
流
す
る
な

ど
、
隣
接
の
府
県
で
は
つ
な
が
り
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
が
初
め
て
の
京
都
府
・
兵
庫
県
治
山
事
業
現
地
検

討
会
は
、
平
成
１６
年
災
害
の
風
倒
木
被
害
地
の
復
旧
状
況

を
、
治
山
事
業
に
携
わ
る
職
員
に
見
せ
、
工
法
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
た
い
と
い
う
京
都
府
か
ら
の
申
し
出
で
始

ま
り
ま
し
た
。

２
．
概
要

　

検
討
会
は
１１
月
８
～
９
日
の
２
日
間
に
行
わ
れ
、
初
日

に
兵
庫
県
で
２
箇
所
、
京
都
府
で
１
箇
所
現
地
を
視
察
、

翌
日
に
京
都
府
の
現
地
を
さ
ら
に
１
箇
所
視
察
し
て
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
で
は
、
丹
波
市
で
本
数
調
整
伐
を
実
施
後
、
表

土
の
流
出
防
止
お
よ
び
下
層
植
生
の
基
盤
を
確
保
す
る
た

め
、
伐
採
木
を
筋
工
と
し
て
利
用
し
て
い
る
状
況
を
、
次

に
谷
止
工
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
に
合
板
で
は
な
く
県
産

材
の
ス
ギ
を
継
ぎ
合
わ
せ
た
型
枠
を
利
用
し
て
い
る
事

例
、
そ
の
後
、
養
父
市
の
山
腹
崩
壊
、
風
倒
木
被
害
跡
地

の
現
地
で
は
、
強
風
に
よ
る
木
の
揺
動
で
地
盤
が
緩
ん
で

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
地
山
補
強
工
を
施
工
し
た
事

例
を
見
ま
し
た
が
、
地
山
補
強
工
は
京
都
府
で
は
事
例
が

な
い
工
種
で
興
味
深
く
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

京
都
府
の
与
謝
野
町
で
は
、
平
成
１６
年
災
害
で
渓
流
に

堆
積
し
た
流
木
を
現
地
で
丸
太
に
加
工
し
て
残
存
型
枠
と

し
て
谷
止
工
に
利
用
し
た
事
例
、
防
潮
堤
の
被
災
・
防
砂

林
造
成
の
事
例
な
ど
い
ず
れ
も
兵
庫
県
で
は
事
例
が
な
い

現
地
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
の
網
野
町
の
現
地
で
は
、
震
災
以
降
、
目
に
し
て

い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
積
谷
止
工
の
施
工
事
例
を
見
ま
し
た
。

　

翌
日
の
検
討
会
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
型
枠
に
つ
い

て
、
コ
ス
ト
面
・
施
工
面
・
管
理
面
な
ど
様
々
な
観
点
か

ら
、
全
員
発
言
を
原
則
と
し
て
４
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー

プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

型
枠
が
テ
ー
マ
に
選
ば
れ
た
の
は
、
京
都
府
で
は
府
産

材
と
ロ
シ
ア
産
カ
ラ
マ
ツ
を
交
互
に
積
層
し
た
合
板
を
使

用
し
て
い
た
の
で
す
が
、
生
産
工
場
が
府
外
に
移
転
し
、

輸
送
過
程
で
発
生
す
る
温
暖
化
ガ
ス
が
平
均
を
上
回
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
丸
太
の
木
製
残
存
型
枠
を
採
用
す
る
た

め
の
検
討
を
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　

コ
ス
ト
面
で
は
設
置
歩
掛
を
見
直
し
す
れ
ば
安
く
な
る

の
で
は
な
い
か
、
施
工
面
で
は
丸
太
で
は
な
く
太
鼓
引
き

の
方
が
施
工
性
が
よ
い
、
管
理
面
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

充
填
確
認
が
で
き
な
い
、

表
面
強
度
試
験
が
で
き
な

い
、
型
枠
が
腐
朽
し
た
場

合
の
対
策
が
必
要
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
意
見
が

出
て
参
加
者
が
共
通
認
識

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
有
意
義
で
し
た
。

あ
と
が
き

　

今
回
の
現
地
検
討
会
は
、
県
下
の
全
て
の
事
務
所
か
ら

参
加
し
て
も
ら
う
の
が
理
想
で
し
た
が
、
経
費
節
減
の
折

か
ら
、
視
察
対
象
現
場
が
あ
る
事
務
所
に
限
定
し
て
最
小

限
の
人
員
で
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▲地山補強工現地

▲本数調整伐現地

▲木製残存型枠（既設）

▲木製残存型枠（施工中）

▲防潮堤被災状況

▲ブロック積谷止工

▲検討会での説明



兵
庫
県
マ
ス
コ
ッ
ト「
は
ば
タ
ン
」も
森
づ
く
り
を
体
験
�

ひ
ょ
う
ご
森
の
日（
全
県
イ
ベ
ン
ト
）

兵
庫
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
局
豊
か
な
森
づ
く
り
課
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森
を
守
り
、
育
て
る
大
切
さ
を
広
く
県
民
に
Ｐ
Ｒ
し
、

多
く
の
県
民
の
み
な
さ
ん
が
こ
ぞ
っ
て
森
に
入
り
森
づ
く

り
活
動
を
実
践
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
」
の
全
県
イ
ベ

ン
ト
を
、
１０
月
２８
日（
日
）に
県
立
甲
山
森
林
公
園
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
約
２
、
０
０
０
人
が
訪
れ
、
初
秋
の
森
の
中

で
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

◇
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
者
も
大
満
足

　

当
日
は
、
県
下
各
地
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
２４

団
体
、
１
６
０
人
以
上
の
参
画
を
得
て
、
森
に
関
す
る
体

験
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
日
頃
、
森
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の

少
な
い
参
加
者
に
と
っ
て
は
、
森
に
つ
い
て
考
え
、
森
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
１
日
で
し
た
。

　

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
森
を
育
て
る
」、「
森
で
遊
ぶ
」、

「
森
で
学
ぶ
」、「
森
を
楽
し
む
」
４
つ
の
テ
ー
マ
に
よ
り

開
催
し
ま
し
た
。

●
「
森
を
育
て
る
」

　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

　

知
事
と
県
民
に
加
え
、

兵
庫
県
マ
ス
コ
ッ
ト
「
は

ば
タ
ン
」
と
、
愛
・
地
球

博
の
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
モ
リ
ゾ

ー
」
と
「
キ
ッ
コ
ロ
」
も

参
加
し
て
記
念
柴
刈
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
来
場
者
が
間
伐
や
里
山
整
備
体
験
を
行
う
な
ど
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
初
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
森
を

育
て
る
大
切
さ
や
必
要
性
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

●
「
森
で
遊
ぶ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
主

催
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
や
竹
細
工

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
県
立
山

崎
高
等
学
校
に
よ
る
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
大
き
な
音
と
、
そ
の
豪
快
さ
か
ら
創
ら
れ
る
繊
細
な
技

に
魅
了
さ
れ
、
森
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

●
「
森
で
学
ぶ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

　

県
立
甲
山
森
林
公
園
が
主
催
す
る
野
鳥
観
察
会
や
、
プ

ロ
の
写
真
家
に
よ
る
里
山
写
真
撮
影
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ

れ
た
ほ
か
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流
サ
ロ
ン
で
は
、

県
下
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
来
場
者
に
広
く
Ｐ
Ｒ

し
、
森
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
よ
り
実

施
し
て
い
る
「
災
害
に
強
い
森

づ
く
り
」
の
普
及
啓
発
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
森
を
守
り
育
て
る
こ

と
で
、
農
山
村
の
住
民
の
み
で

は
な
く
、
都
市
住
民
も
恩
恵
を

受
け
て
い
る
と
い
う
話
に
来
場

者
は
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
い

っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
治
山
林
道

協
会
の
土
石
流
実
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
土
石
流
実
験
装
置

や
降
雨
体
験
装
置
を
使
っ
た

土
石
流
の
学
習
体
験
の
ほ
か
、

六
甲
山
の
災
害
展
示
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
子
供
か
ら
大
人

ま
で
が
災
害
の
悲
惨
さ
や
恐

ろ
し
さ
、
治
山
事
業
の
必
要

性
、
森
の
大
切
さ
を
実
感
し

て
い
ま
し
た
。

　

森
の
保
水
力
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
日
頃
見
る
こ
と
の
出
来

な
い
土
壌
中
の
水
の
動
き
を

見
て
、
豊
か
な
森
と
荒
廃
し

て
い
る
森
と
の
保
水
力
の
違

い
に
納
得
し
、
森
が
ダ
ム
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

●
「
森
を
楽
し
む
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

　

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
三
木
第
２
団
に
よ
る
「the

ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
」
や
、
三
木
山
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
森
遊
び
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
生
活
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
の
結
び

方
や
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
遊
び
を

教
わ
り
、
参
加
者
も
興
味
を
持

っ
て
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
遊
び
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
は
じ
め
、
石
窯
料
理
な
ど

多
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ

れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
が
１

日
中
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲記念柴刈りの最後はみんなで記念撮影

▲丸太が動物に変身

▲移動式石釜を設置して
　チキンやピザも焼きました

▲「災害に強い森づくり」に納得

▲はじめて見る土壌内の水の動き
　にビックリ

▲土石流実験を見て
　治山事業の重要性を認識



　

緑
の
少
年
団
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
森
林
で

の
学
習
活
動
、
地
域
の
社
会
奉
仕
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
を
通
じ
て
、
自
然
や
人
を
愛
し
、
自
ら
社
会
を

愛
す
る
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
に
育
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

す
る
、
子
ど
も
た
ち
主
体
の
団
体
で
す
。

　

平
成
２
年
に
は
、
少
年
団
活
動
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
「
兵
庫
県
緑
の
少
年
団
連
盟
」
を
設
立
し
、
現
在
、
２

２
１
団
が
連
盟
に
加
入
し
、
６
、
５
４
１
名
の
団
員
が
県

下
各
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

連
盟
で
は
、
緑
の
少
年
団
員
が
日
頃
の
活
動
成
果
を
発

表
し
あ
っ
て
互
い
に
情
報
交
換
す
る
と
と
も
に
、
仲
間
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
地
域
の
緑
の
少

年
団
が
一
堂
に
会
す
る
「
兵
庫
県
緑
の
少
年
団
活
動
発
表

大
会
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
11
月
10
日（
土
）に
三
田
市
の
「
兵
庫
県
立
人

と
自
然
の
博
物
館　

ホ
ロ
ン
ピ
ア
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
ま

し
た
。
県
下
各
地
域
か

ら
緑
の
少
年
団
や
引
率

者
等
約
２
０
０
名
が
参

加
し
、
各
地
域
か
ら
選

抜
さ
れ
た
代
表
の
５
団

が
活
動
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　

活
動
発
表
で
は
、
各

団
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
活
用
し
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
工
夫
を

凝
ら
し
、
地
元
の
森
林
で
の
学
習
活
動
、
大
き
な
声
を
出

し
て
頑
張
っ
た
緑
の
募
金
活
動
な
ど
日
頃
の
活
動
成
果
を

発
表
し
、
会
場
の
少
年
団
員
た
ち
は
各
団
の
特
色
あ
る
活

動
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
発
表
審
査
の
時
間
を
利
用
し
て
、
森
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
26
名
の
協
力
を
得
て
、
木
工
教
室
や
県

立
人
と
自
然
の
博
物
館
内
の
見
学
を
行
い
、
団
員
た
ち
は

楽
し
み
な
が
ら
学
習
し
ま
し
た
。

　

木
工
教
室
等
の
後
、（
財
）野
外
活
動
協
会
専
務
理
事
の

清
水
勲
夫
審
査
員
長
よ

り
審
査
結
果
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、
三

田
市
の
三
田
市
緑
の
少

年
団
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

20
の
小
学
校
か
ら
な
る

連
合
の
団
体
と
い
う
こ

と
や
、
外
部
の
指
導
者

の
支
援
を
受
け
て
下
草

刈
り
を
し
た
体
験
を
通

し
て
、
豊
か
な
森
は
手

入
れ
を
し
な
い
と
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
前
を
向
い

て
大
き
な
声
で
発
表
し
た
こ
と
な
ど
が
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
養
父
市
の
養
父
緑
の
少
年
団
と
丹
波
市
の
神

楽
小
緑
の
少
年
団
が
優
秀
賞
、
加
東
市
の
米
田
小
学
校
緑

の
少
年
団
と
赤
穂
市
の
坂
越
小
学
校
緑
の
少
年
団
が
努
力

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
全
て
の
団

に
は
、
兵
庫
県
産
の
ス

ギ
材
で
で
き
た
表
彰
状

と
、
Ｊ
Ａ
兵
庫
信
連
の

協
賛
に
よ
る
活
動
助
成

金
が
授
受
さ
れ
、
会
場

は
よ
り
一
層
の
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
三
田
市
緑
の

少
年
団
は
、
第
32
回
全
国
育
樹
祭
の
併
催
行
事
と
し
て
平

成
20
年
秋
に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
緑
の
少
年
団

活
動
発
表
大
会
」
の
県
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

大
会
に
参
加
し
た
緑
の
少
年
団
の
皆
さ
ん
が
、
今
回
学

習
し
た
他
地
区
の
活
動
内
容
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

活
動
が
一
層
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
兵
庫
県
緑
の
少
年
団

活
動
発
表
大
会
の
開
催

兵
庫
県
緑
の
少
年
団
連
盟

（15） 平成20年1月7日

▲活動発表　坂越小学校緑の少年団

阪神地区代表
　三田市緑の少年団（三田市）
　「豊かな森にするためにわたしたちができること」

北播磨地区代表
　米田小学校緑の少年団（加東市）
　「米田の自然と緑に親しみ楽しむ」

西播磨地区代表
　坂越小学校緑の少年団（赤穂市）
　「山と海は　つながっている」

但馬地区代表
　養父緑の少年団（養父市）
　「緑と親しみ　緑と共に生きよう�」

丹波地区代表
　神楽小緑の少年団（丹波市）
　「神楽バイカモランド」

○発表団と発表テーマ

▲館内見学

▲最優秀賞　三田市緑の少年団



「
壊
れ
な
い
道
づ
く
り
講
習
会
」の
開
催
に
つ
い
て

兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー 

春
名
貞
夫

第23号 （16）兵庫の治山・林道と森林整備

　

兵
庫
県
指
導
林
家
会
は
、（
社
）兵
庫
県
治
山
林
道
協
会

の
後
援
を
受
け
、
過
日
、
11
月
12
日（
月
）宍
粟
市
一
宮
町

の
生
栖
公
民
館
並
び
に
生
栖
生
産
森
林
組
合
所
有
林
に
お

い
て
「
壊
れ
な
い
道
づ
く
り
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
作
業
道
の
必
要
性
と
講
習
会
の
概
要
を
報
告

し
ま
す
。

■
な
ぜ
「
壊
れ
な
い
道
」
な
の
か

　

現
在
の
林
業
は
木

材
価
格
に
近
い
生
産

コ
ス
ト
が
か
か
る
こ

と
か
ら
奥
山
か
ら
木

材
を
搬
出
し
て
も
森

林
所
有
者
の
手
元
に

お
金
が
残
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
搬
出

を
す
る
、
あ
る
い
は

森
林
を
管
理
す
る
た

め
の
作
業
道
を
開
設
し
て
コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
が
不
可

欠
で
す
。
ま
た
、
作
業
道
の
維
持
管
理
費
が
ほ
と
ん
ど
か

か
ら
な
く
永
続
的
に
使
用
で
き
る
道
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
仮
に
ｍ
当
り
３
０
０
～
５
０
０
円
で
開
設
で
き
た

と
し
て
も
、
管
理
費
用
が
高
く
つ
く
、
あ
る
い
は
災
害
を

発
生
さ
せ
る
よ
う
な
道
で
は
自
然
破
壊
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
し
、
逆
に
ｍ
当
り
５
～
10
万
円
に
も
な
り
ま
す
と
費

用
の
回
収
が
出
来
ま
せ
ん
。

■
「
壊
れ
な
い
道
」
を
開
設
す
る
た
め
に
は

　

今
回
、
講
師
に
、
大
阪
府
千
早
赤
阪
村
に
お
い
て
２
４

７
ｍ
／
ha
の
高
密
度
路
網
に
よ
り
、
半
世
紀
に
渡
っ
て
収

入
間
伐
を
行
な
っ
て
お
ら
れ
る
大
橋
慶
三
郎
氏
（
大
阪
府

指
導
林
家
）
に
お
願
い
し
、「
壊
れ
な
い
道
づ
く
り
」
を

中
心
に
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
橋
氏
に

は
事
前
に
航
空
写
真
、
地
形
図
、
地
表
写
真
を
送
付
し
、

路
線
計
画
図
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
他
の
講
師
と
し
て
大
橋
氏
の
指
導
を
受
け
、
急
峻
な

吉
野
地
域
で
林
業
の

た
め
の
作
業
道
を
開

設
さ
れ
て
い
る
岡
橋

清
元
氏
（
清
光
林
業

株
式
会
社
代
表
取
締

役
）
か
ら
は
、
自
ら

の
体
験
に
基
づ
く
お

話
、
榎
本
慎
一
氏

（
大
橋
学
校
門
下

生
）
に
は
、
路
線
計

画
図
に
基
づ
き
現
場

踏
査
並
び
に
道
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
橋
氏
は
、「
危
険
な
と
こ
ろ
に
は
道
を
付
け
な
い
こ

と
」、「
補
修
費
が
か
か
ら
な
い
道
づ
く
り
」
そ
の
た
め
の

「
調
査
を
十
分
に
行
う
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ

ま
で
は
、
だ
れ
に
で
も
理
解
で
き
る
し
、
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
で
す
が
、
航
空
写
真
、
地
形
図
か
ら
デ
ー
タ
を
取
り

込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
話
に
は
、
は
っ
き
り
言
っ

て
１
～
２
回
聞
い
た
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
理
解
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
要
性
は
理
解
し
て
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲当日は県内各地から、森林・林業関係者だ
けでなく、京都大学大学院の学生も加え、
総勢110名が参加した。

▲開設コストが安く、使い勝手がよく、壊
れない作業道、幅員2.5m（山田新也
氏所有林、神崎郡神河町作畑）

▲雨が降る中、現場で生産森林組合長から
聞き取りされ、的確な指示をされる大橋慶
三郎氏

▲事前にお送りした、航空写真・施業図・地表図から大橋氏が作成された路線計
画図（黒く塗りつぶした箇所が崩壊の恐れがある箇所）

6.計画路線のゾーン  誤差10.5メートル
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■
道
の
計
画
と
現
地
踏
査

　

作
業
道
開
設
予
定
地
は
、「
誰
が
見
て
も
道
が
つ
か
な

い
と
思
わ
れ
る
」
宍

粟
市
一
宮
町
生
栖
の

約
60 
ha
人
工
林
を
計

画
し
ま
し
た
。
区
域

内
に
は
十
分
建
築
材

と
し
て
利
用
で
き
る

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
成

立
し
て
お
り
、組
合

で
は
作
業
道
の
開
設

が
長
年
の
懸
案
事
項

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

事
前
に
大
橋
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
計
画
路
線
図
（
右
記

図
面
）
で
黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
て
あ
る
箇
所
（
実
際
は
赤
で

表
示
）
が
崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
で
道
を
付
け
て
は
い

け
な
い
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
箇
所
は
地
形
図
と
地

質
図
か
ら
国
土
地
理
院
発
行
の
１
／
２
５
、
０
０
０
に
貼

り
付
け
た
図
か
ら
転
記
さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
ぜ
、
国
土

地
理
院
の
１
／
２
５
、
０
０
０
か
と
い
う
と
、
１
／
５
、

０
０
０
の
施
業
図
だ
と
現
地
と
か
な
り
の
ず
れ
が
あ
る
か

ら
だ
そ
う
で
す
。
私
も
施
業
図
を
持
参
し
て
今
回
の
山
を

歩
き
ま
し
た
が
、「
現
地
に
は
小
谷
が
あ
る
の
に
施
業
図

に
は
な
い
」
と
い
っ

た
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
重
要
な
作
業

は
現
地
踏
査
で
す
。

「
林
内
路
網
の
最
終

決
定
は
現
地
を
見
て

行
う
も
の
で
あ
る
」

と
の
恩
師
大
橋
氏
の

教
え
に
よ
り
、
榎
本

氏
が
講
習
会
の
翌
日

か
ら
現
地
踏
査
を
さ
れ
ま
し
た
。
十
分
、
山
を
見
る
と
い

う
基
本
か
ら
徹
底
し
た
調
査
を
さ
れ
、
中
で
も
時
間
を
か

け
ら
れ
た
の
が
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
適
地
で
す
。
適
地
で

あ
る
「
タ
ナ
地
形
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
「
壊
れ
な
い
道

づ
く
り
」
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
工
事
費
を
安
く
す
る
こ
と

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

■
開
設
工
事

　

本
格
的
な
開
設
工
事
は
生
産
森
林
組
合
員
が
行
な
う
こ

と
か
ら
、
榎
本
氏
に
は
、
講
習
会
終
了
後
４
日
間
内
で
路

線
位
置
と
開
設
工
事
の
ポ
イ
ン
ト
、
丸
太
組
工
法
、
路
面

処
理
等
、
壊
れ
な
い
た
め
の
作
業
を
施
工
し
な
が
ら
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
元
生
産
森
林
組
合
長
で
あ
る
小
林
温
氏
及
び

ご
子
息
の
２
人
が
開
設

工
事
を
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
宍
粟
市
方
面

に
ご
用
の
あ
る
方
は
、

一
度
現
場
を
の
ぞ
い
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
作
業
道
は

常
時
使
用
し
、
幅
員
２.５

ｍ
の
作
業
道
で
す
。

冊
子「
ひ
ょ
う
ご
の
森
林・林
業
」の
発
刊

　
（
社
）
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
で
は
、
県
林
務
課
、
豊

か
な
森
づ
く
り
課
、
治
山
課
の
ご
協
力
を
得
て
、
平
成
１９

年
１０
月
に
「
ひ
ょ
う
ご
の
森
林
・
林
業
」
を
発
刊
い
た
し

ま
し
た
。

　

本
冊
子
は
、
平
成
１７
年
に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た
第
２９

回
全
国
育
樹
祭
に
併
せ
作
成
さ
れ
た
同
名
の
冊
子
を
ベ
ー

ス
に
、
写
真
、
統
計
デ
ー
タ
等
の
更
新
と
内
容
の
充
実
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
に
よ
り
、
多
く
の
県
民
の
方
々
に
森
林
・
林

業
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
県
民
緑
税
の

活
用
に
よ
り
進
め
て
い
る
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
や

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
県
産
木
材
の
利
用
拡
大
な
ど
多
彩

な
取
組
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
る
た
め
に
発
刊
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
巻
末
に
は
、
治
山
林
道
協
会
の
概
要
を
掲
載
し

当
協
会
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
冊
子
に
つ
い
て
は
、
県
庁
の
上
記
３
課
と
各

農
林
水
産
事
務
所
等
に
配
布
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

森
林
・
林
業
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
ご
活
用
さ
れ
る
場
合
は
、
当

協
会
あ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲路線計画図に基づき、現地踏査をされる
榎本慎一氏（携帯器械により路線勾配を
測定されています。）

▲洗い越し（路面に丸太組を行い、その間に
礫を敷き詰める）

▲土留工（支障木を使用した丸太
組工法）

▲仕上がった（一部分）壊れない作業道



「
県
民
緑
税
」を
活
用
し
た
里
山
防
災
林
整
備
の
紹
介

人
家
裏
や
生
活
道
路
沿
い
の
高
木
伐
採
に
つ
い
て

兵
庫
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
局
治
山
課

第23号 （18）兵庫の治山・林道と森林整備

１
．
は
じ
め
に

　

兵
庫
県
で
は
、
豊
か
な
「
緑
」
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、
県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
「
緑
」
の
保

全
・
再
生
を
社
会
全
体
で
支
え
、
県
民
総
参
加
で
取
り
組

む
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
県
民
緑
税
」（
県

民
税
均
等
割
の
超
過
課
税
）
を
導
入
し
、
里
山
防
災
林
整

備
な
ど
の
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
．
里
山
防
災
林
整
備
に
つ
い
て

　

里
山
防
災
林
整
備
は
、
集
落
裏
山
な
ど
の
山
地
防
災
機

能
を
高
め
る
た
め
に
、
左
記
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
森
林
整
備

①
平
成
16
年
度
の
台
風
23
号
に
よ
る
風
倒
木
が
、
人
家

に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
た
め
、
人
家
裏
等
の
倒
木

の
危
険
性
の
あ
る
高
木
を
あ
ら
か
じ
め
伐
採
し
、
風

倒
木
被
害
を
防
止
し
ま
す
。

②
手
入
れ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
樹
木
や
ツ
ル
が
生
い
茂

っ
た
里
山
林
の
ヒ
サ

カ
キ
や
ソ
ヨ
ゴ
な
ど

を
伐
る
こ
と
で
、
林

床
の
光
環
境
を
改
善

し
、
下
草
を
繁
茂
さ

せ
、
里
山
林
の
保
水

能
力
を
高
め
ま
す
。

（
２
）
簡
易
防
災
施
設
の

　
　

 

設
置

①
斜
面
に
木
柵
を
設
置

し
て
、
台
風
な
ど
の
豪
雨
時
に
表
層
土
壌
の
流
出
を

防
止
し
ま
す
。

②
荒
廃
し
た
渓
流
に
床
固
工
や
水
路
工
を
設
置
し
、
安

全
に
水
を
導
く
こ
と
で
土
砂
流
出
を
防
止
し
ま
す
。

③
斜
面
に
あ
る
不
安
定
な
浮
き
石
、
転
石
に
、
簡
易
な

伏
工
（
網
）
を
施
工
し
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
家

等
へ
の
落
石
を
防
止
し
ま
す
。

（
３
）
管
理
歩
道
の
整
備

　

整
備
後
の
里
山
林
の
維
持
管
理
の
た
め
、
ま
た
、
梅
雨

や
台
風
前
の
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
に
使
用
し
ま
す
。

３
．
新
温
泉
町
三
尾
地
区
の
整
備
に
つ
い
て

（
１
）
三
尾
地
区
に
つ
い
て

　

新
温
泉
町
の
最
北
部
に
位
置
す
る
三
尾
地
区
は
、
日
本

海
に
面
し
、
湾
と
岬
が
入
り
組
む
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線

に
広
が
る
漁
村
で
す
。

　

集
落
内
に
は
、
国
道
１
７
８
号
線
か
ら
分
岐
し

た
県
道
三
尾
浜
坂
線
が
通
っ
て
お
り
、
そ
の
道
路
沿
い
の

急
峻
な
山
際
に
住
宅
67
戸
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

海
岸
に
接
す
る
森
林
は
、
シ
イ
、
タ
ブ
な
ど
の
常
緑
広
葉

樹
が
中
心
で
、
30
度
以
上
の
急
峻
な
斜
面
に
は
、
樹
高
が

20
ｍ
近
い
高
木
も
見
ら
れ
ま
す
。

（
２
）
整
備
内
容
に
つ
い
て

　

森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
人
家
裏
等
の
高
木
伐
採
、
ス

ギ
林
の
間
伐
と
間
伐
木
を
利
用
し
た
土
留
工
、
放
置
竹
林

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
簡
易
防
災
施
設
は
、
斜
面
が
急
峻

で
土
砂
流
出
の
危
険
性
が
あ
る
箇
所
に
木
柵
を
設
置
し
ま

す
。
管
理
歩
道
は
、
三
尾
港
の
右
側
の
尾
根
部
に
、
森
林

の
維
持
管
理
と
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
目
的
に
設
置
し
ま
す
。

（
３
）
高
木
伐
採
に
つ
い
て

　

地
元
説
明
会
に
お
い
て
、
住
民
か
ら
、
台
風
な
ど
の
暴

風
時
に
、
人
家
へ
の
倒
木
を
心
配
す
る
声
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
基
本
計
画
調
査
で
は
、
人
家
裏
や
生
活
道
路
沿

い
の
高
木
に
つ
い
て
、
１
本
ず
つ
倒
木
の
危
険
性
を
精
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
90
本
の
高
木
に
倒
木
の
危
険

性
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

高
木
を
伐
採
す
る
場
所
は
、
急
峻
な
地
形
で
作
業
範
囲

が
狭
い
た
め
、
写
真
の
よ
う
に
大
型
ク
レ
ー
ン
で
木
を
吊

り
上
げ
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
上
部
か
ら
伐
採
し
ま
し
た
。

（注）　１．上記のほか、地域再生基盤強化交付金措置額を内閣府に計上。
　　　２．国営土地改良事業特別会計の一般会計化に伴い増加する経費を含む。

図-1　新温泉町三尾地区の位置

三尾地区

図-2　高木伐採の位置

写真-1

写真-2

写真-2　県道三尾浜坂線沿いの高木伐採

写真-1　ふれあいセンター裏山の高木伐採



森
林
・
林
業
関
係
国
予
算
内
示
の
概
要

（
平
成
20
年
度
予
算
）

（19） 平成20年1月7日

Ⅰ．総　　括　　表
区　　分 19年度予算額

（億円）
20年度概算決定額

（億円）
対前年度比

（％）

農林水産予算総額 26,927 26,370 97.9

１　公共事業費 11,397 11,074 97.2

　　一般公共事業費 11,205 10,882 97.1

　　災害復旧等事業費 192 193 100.1

２　非公共事業費 15,530 15,296 98.5

　　一般事業費 6,975 6,714 96.3

　　食料安定供給関係費 8,555 8,582 100.3

平成20年度
農林水産予算概算決定の概要 （平成19年１２月 農林水産省）

（注）　１．計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　　２．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

Ⅱ．公共事業費一覧

（注）　１．上記のほか、地域再生基盤強化交付金措置額を内閣府に計上。
　　　２．国営土地改良事業特別会計の一般会計化に伴い増加する経費を含む。

事　　項 19年度予算額
（百万円）

20年度概算決定額
（百万円）

対前年度比
（％）

農業農村整備 674,656 667,736 99.0

林野公共 282,368 267,885 94.9

　　治　　山 112,012 105,250 94.0

　　森林整備 170,356 162,635 95.5

水産基盤整備 144,148 133,937 92.9

海　　　　岸 19,338 18,635 96.4

一般公共事業費　計 1,120,510 1,088,193 97.1

災害復旧等 19,225 19,250 100.1

公共事業費　計 1,139,735 1,107,443 97.2

事　　項 平成19年度
予算額

平成20年度
概算決定額

対前年度
比（％） 備　　　考

公
共
事
業

治山事業 112,012 105,250 94.0 ・治山施設機能強化事業（新規）� 1,400

森林整備事業 170,356 162,635 95.5 ・美しい森林づくり基盤整備交付金（新規）� 1,000

一般公共事業計 282,368 267,885 94.9

災害復旧等事業 9,974 9,974 100.0

公 共 事 業 計 292,342 277,859 95.0

非
公
共
事
業

（項）林野庁共通費 5,449 5,304 97.3

（項）林野庁施設費 66 73 110.9

（項）森林整備・保全費 11,515 16,547 143.7

・花粉の少ない森林づくり対策事業（新規）� 2,286
・高齢級森林整備促進特別対策事業（新規）� 1,000
・「美しい森林」共同整備特別対策事業（新規）� 700
・山村再生総合対策事業（新規）� 300
・美しい森林づくり活動推進事業（新規）� 252

平成20年度
林野庁一般会計予算概算決定額総括表 （平成19年12月２４日）

（単位：百万円）
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編

集

後

記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
２０
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、み
ん
な
が
安
全・安
心
で

暮
ら
せ
、明
る
い
未
来
へ
の
期
待
が
持
て
る
年
と
な
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

　

特
に
、今
年
は
、日
本
で
７
月
に
先
進
国
主
要
８
か
国
首
脳
会
議

で
あ
る「
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、サ
ミ
ッ
ト
に
先

駆
け
５
月
２４
日
か
ら
２６
日
の
３
日
間
、兵
庫
県（
神
戸
市
）で
環
境

大
臣
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。地
球
温
暖

化
が
進
行
し
、異
常
気
象
や
生
態
系
の
破
壊
な
ど
国
際
的
な
環
境

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
な
か
、日
本
の
主
導
性
の
元
に
、環
境
へ

の
負
荷
が
少
な
い
循
環
型
社
会
構
築
へ
の
指
針
と
合
意
を
示
し
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

　

県
で
は
、平
成
１８
年
度
か
ら「
県
民
緑
税
」を
導
入
し
森
林
の
整

備
や
都
市
の
緑
化
を
進
め
て
い
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
地
方
税
に
お

け
る
森
林
環
境
税
等
の
動
き
は
年
々
拡
大
し
広
ま
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
、一方
、環
境
省
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る「
環
境
税
」

に
つ
い
て
は
、産
業
界
へ
の
影
響
等
を
も
有
り
、実
現
が
難
し
い
状

況
に
有
り
ま
す
。当
面
、日
本
で
唯
一の
資
源
と
い
っ
て
よ
い
森
林
を

持
続
的
に
整
備・保
全
し
て
い
く
た
め
の「
森
林
に
特
化
し
た
環
境

税
」で
有
れ
ば
、よ
り
国
民
の
理
解
が
得
や
す
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
が
、如
何
で
し
ょ
う
か
？

　

県
で
は
、阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
や
地
方
交
付
税
の
削

減
な
ど
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、今
年
を
再
生
元
年
と
し

て
行
財
政
改
革
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、当
協
会

を
支
え
て
頂
い
て
い
る
市
町
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、広
域
合
併
と

併
せ
行
わ
れ
た
三
位
一体
改
革
等
に
よ
り
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
有

り
ま
す
。ま
た
、当
協
会
な
ど
公
益
法
人
は
、民
法
法
人
と
し
て
こ

れ
ま
で
存
立
し
て
き
ま
し
た
が
、公
益
法
人
改
革
に
と
も
な
い
平

成
１８
年
６
月
２
日
に
交
付
さ
れ
た
公
益
法
人
制
度
等
関
連
三
法
が
、

い
よ
い
よ
本
年
１２
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、当
面
は「
特
例
民
法

法
人
」と
し
て
存
続
し
、法
施
行
後
５
年
以
内
に
、新
法
に
基
づ
く

団
体（
一
般
社
団
、公
益
社
団
等
）へ
の
移
行
手
続
き
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
勢
を
踏
ま
え
、会
員
の
皆
様
の
ご
意
見・ご
指
導
と

関
係
団
体
と
の
協
議
等
を
経
な
が
ら
、今
後
の
協
会
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

末
筆
で
す
が
、「
や
ま
な
み
２３
号
」の
発
刊
に
あ
た
り
、ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、次
回「
や
ま
な
み
２４
号
」は
６
月
の
発
刊
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、森
林・林
業
等
に
関
わ
る
地
域
の
話
題
を
ご
提
供
頂

き
ま
す
と
と
も
に
、記
事
に
つ
い
て
の
ご
要
望
や
ご
意
見
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

協 会 だ よ り

事　　項 平成19年度
予算額

平成20年度
概算決定額

対前年度
比（％） 備　　　考

非
公
共
事
業

（項）独立行政法人農林漁業
信用基金出資 0 500 －

（項）森林整備・保全費国有
林野事業特別会計へ繰
入

31,888 31,279 98.1

（項）借入金利子財源国有林
野事業特別会計へ繰入 21,925 20,845 95.1

（項）林業・木材産業等振興
対策費 11,188 12,877 115.1

・森林資源活用型ニュービジネス創造対策事業（新規）� 1,200
・木質資源利用ニュービジネス創出事業（新規）� 573
・がんばれ�地域林業サポート事業（新規）� 100
・地域材生産・物流効率化支援事業（新規）� 95

（項）森林整備・林業等振興
対策費 9,756 9,692 99.3 ・森林・林業・木材産業づくり交付金

　（森林づくり交付金と強い林業・木材産業づくり交付金を一体化）
（項）独立行政法人森林総合

研究所運営費 10,317 10,180 98.7

（項）独立行政法人森林総合
研究所施設整備費 256 287 112.0

非公共事業計 102,359 107,582 105.1

総　　　計 394,701 385,441 97.7

うち重点施策推進要望

項　　　目 決定額
（百万円）

地域活性化
地域材生産・物流拠点整備支援対策
山村再生総合対策事業
里山エリア再生交付金（公共）

895
300
2,000

環境立国 森林環境保全整備事業（公共） 7,340
生活の
安全・安心

治山事業
（復旧治山・予防治山）（公共） 3,072

計 13,607

（注）１．上記のほか、地域再生基盤強化交付金措置額を内閣府に計上。
　　　２．計数は四捨五入により、端数において合計と一致しないものがある。


